
担当 対象 要件/他 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

養成/要件
未定：外来における在
宅療養支援能力向上
のための研修（澁澤）

看護管理のはじめの
一歩（仲村、片桐）

医療安全管理者
（野田）

看護実践力向上のた
めの効果的な教育

（岡田・池内）

認知症高齢者の看護
実践（日下部・澤口）
医療対話推進者養成

セミナー（桑山）

看護補助者の活用推
進　(吉成）

北海道委託
保助看実習指導者講

習　　（佐々木陽）

新人看護職員
研修-研修責任者-

（森）

新人看護職員研修
-実地指導者-
（名雲・冨田　）

師長会
ラダーⅣ

マネジメントラダーⅠ
（診療報酬） 病床管理 業務管理 安全管理

情報管理
物品管理

人材育成 労務管理 目標管理
目標管理

（SWOT　BSC)

主任会 ラダーⅢ・Ⅳ ベテランナース 意思決定支援
退院支援

多職種連携
実践報告会

新入職者オリエンテー
ション4月4日～4月5日

１ヶ月研修
（振り返り）

３ヶ月研修
（急変対応）

６ヶ月研修
看護過程Ⅰ

１２ヶ月研修
看護過程Ⅱ

基礎看護技術
（部署OJT）

チームナーシング
（講義）

プライマリーナースの
役割（講義）

レベルⅠ
継続看護研修①
（3年目訪問看護）

継続看護研修②
訪問看護研修

看護実践報告
　(3年目）

看護過程Ⅲ研修
（2年目）

継続看護研修③
実践報告

レベルⅡ 臨床倫理研修

（入職時随時） 既卒入職者研修

オリエンテーション

看護補助者

記録委員会 看護必要度

法人教育
法人新採用者オリエン

テーション
4月1日～4月3日

法人新採用者3か月研
修7月9日PM

法人メンバーシップ
8月6日PM

法人リーダー研修
9月3日PM

法人中堅研修
10月1日PM

①法人リーダーフォロー研
修12月3日PM

②法人主任研修
12月20日PM

法人管理者研修
1月17日PM

法人新採用者
12か月研修3月11日

PM

参加対象 （ラダー新人・０） （ラダー新人・０） （ラダーⅠ・Ⅱ） （ラダーⅢ・Ⅳ） （ラダーⅣ・Ⅴ）
①（9月参加者）
②主任職必須、ラダーⅤ以
上

看護管理者必須 （ラダー新人・０）

認知症対策 全職員
BD2404　認知症患者
の日常ケアで生じる倫

理的課題
事例報告会

身体拘束
チーム

全職員
CJ2405 一般急性期の
現場における身体拘

束を考える

感染対策 全職員 年2回要件
CB2403

ノロウィルス感染症
の感染対策を学ぶ

CB2402
基礎から学ぶ！インフルエ
ンザ対策～新型コロナ感

染症も含めて～

吐物処理研修
（新規入職者）

委員会メンバー 委員会メンバー

褥瘡委員会 看護師・リハビリ
AA2302褥瘡ケアの

いろは

全職員 年2回要件

CA2403 みんなが
主役の医療安全～
対話するチーム作

り～

CA2402　心理的安
全性の高い組織で
取り組む転倒・転落

対策

医療機器研修AED

薬剤を取り扱うもの 薬剤科研修会 薬剤科研修会

診療放射線を用いた
医療に関わるもの

放射線科研修会

看護師
医療機器研修会

人工呼吸器
医療機器研修会
心電図モニター

医療機器研修会
輸液ポンプ/シリン

ジポンプ

モニターアラーム
レポート検討会

看護部医療安全対
策委員会主催研修

医療サービ
ス向上推進

全職員向け
新採用者研修

4月2日
医療サービス向上
集合研修3月6日

全職員向け

集合研修
診療報酬改定研修

（医事課）

FLSチーム
BD2455二次性骨折予防の
ために～骨粗鬆症のケア

とFLS～

AB２３５２今更聞けない褥瘡の適切なア
セスメントに必要な知識

令和6年度　　　年間教育研修プログラム

既卒入職者

JNAラダーレベル
新人

看
護
部
院
外
研

修 師長会

法
人

CB2404 医療従事者として知っておきたい薬剤耐性菌の基本と対策

法人教育
委員会

看
護
部
院
内
研
修

教育
委員会

BC2401入門編
BC2402　重症度、医療・看護必要度の評価の

手引きを理解する。

①CK2401-a-ｂ あいさつからはじまる接遇マナー　②CK2402-a-b-ｃ クレーム対応　　③CK2454-a 医療職が育む社会人基礎力の必要性（前年度受講していない方にお勧め）
　④BAA2405-a 接遇・マナーの基本（補助者、クラークに推奨）　①～④いずれかひとつ

病
院
内
　
委
員
会
等

入退院推進
チーム

①BD2405-a　サルコペニア・フレイルとは　②高齢心不全患者の緩和ケア（BD2406-abc）　③BD2404-ｃ認知症高齢者とその家族の意思決定支援のあり方
いずれか一つを選択

医療安全


